
アダプテッド・スポーツ科学特論など

公衆衛生学、アダプテッド・スポーツ科学

担当科目担当科目

専門分野専門分野

キキーワードード

介護予防を目的にした運動は、医
学や生理学の視点だけでなく“楽
しめる”という視点が必要。

■介護予防

競技ではなく、健康を維持すること
を目的とした運動のこと。ノル
ディックウォーキングなど。

■健康運動

アダプテッド・スポーツの創造や実
践を通して、より良い地域の実現を
めざす。

■地域づくり

障がい者アスリートが挑むハイレ
ベルなスポーツもあれば、障がいを
もつ人に寄り添うスポーツもある。

■障がい者スポーツ

アダプテッド・スポーツでアダプテッド・スポーツで
年齢や障がいの有無を年齢や障がいの有無を
問わず全ての人に問わず全ての人に
スポーツの恩恵をスポーツの恩恵を
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　アダプテッド・スポーツとは、運動をする際に何らかの配慮が必要な
人々のために、ルールや用具に工夫が加えられたスポーツのことです。た
とえば、高齢期で運動機能が落ちている人や、障がいがあって運動が苦
手な人などが、その対象になります。私は、高齢者や障がい者を対象にし
たアダプテッド・スポーツと、それを生きがいづくり・健康づくり・地域づ
くりに生かす方法について研究しています。ここ20年近くは、宮城県登
米市の住民と一緒に介護予防を目的とした運動プログラムをつくり、そ
こでのフィールド研究などに取り組んできました。最近は、障がいをもつ
アスリートがより良いパフォーマンスができるように、その環境づくりの
支援なども行っています。アダプテッド・スポーツは、ひとつの型にはまら
ないスポーツであり、人・社会・時代に合わせて新しく創造できる点が特
長です。今、社会で求められるものを創造し、実践して、効果を確かめる。
そんな活動ができることが、この分野の魅力だと思います。
　世の中には、放っておいても楽しくスポーツを実践する人もいれば、苦
手意識をもって実践を躊躇する人もいます。後者に該当する人々に心を
寄せて、手を差し伸べたいと思っている方々と一緒に、アダプテッド・ス
ポーツの意義と効果を研究していきたいと思っています。




